
理 事  荻 荘 則 幸  

“ エ ー ア イ ”  

エ ー ア イ 、“ A i ： A u t o p s y  I m a g i n g ”（ 死 亡 時

画 像 診 断 ）は 死 因 の 究 明 に 外 表 検 査 の み な ら ず 、

C T , M R I を 用 い る 事 で あ る 。 A i は 2 0 0 5 年 「 チ ー

ム ・ バ チ ス タ の 栄 光 」 と い う 小 説 で と り あ げ ら

れ 一 躍 社 会 に 広 め ら れ た 。  

こ の 小 説 の 作 家 は 海 堂  尊 氏 で 、元 千 葉 大 学 医 学

部 剣 道 部 主 将 （「 ひ か り の 剣 」 と い う 東 医 体 を 舞

台 に し た 剣 道 小 説 も 執 筆 し て い る ）、卒 業 後 は 千

葉 大 学 で 外 科 医 、 病 理 医 を 経 て 現 在 は 放 射 線 医

学 総 合 研 究 所 重 粒 子 医 科 学 セ ン タ ー に 勤 務 し て

い る 。 A i に つ い て の 医 学 原 稿 は 本 名 の “ 江 澤 英

史 ” で 寄 稿 さ れ て い る 。  

 2 0 0 0 年 に “ 江 澤 英 史 ” 氏 が A i の 概 念 を 提 唱

し 、 2 0 0 3 年 に A i 学 会 が 設 立 さ れ た 。 2 0 1 0 年 厚

労 省 で 死 因 究 明 に 資 す る A i の 活 用 に 関 す る 検

討 会 が 開 催 、 2 0 1 1 年 に 日 本 医 師 会 で A i 学 術 シ

ン ポ ジ ウ ム が 開 催 、 2 0 1 2 年 に “ 死 因 究 明 の 2

法 ” が 国 会 で 可 決 さ れ た 。 こ の 2 法 案 で は 行 政

が 死 因 究 明 を 推 進 す る 体 制 の 整 備 と 、 警 察 が 扱

う 、 事 件 性 の あ る 死 因 を 究 明 す る こ と が 論 点 と



な り 、 A i の 活 用 に つ い て 言 及 し て い る 。 こ の 2

法 案 の 成 立 の き っ か け と な っ た の は 新 潟 県 出 身

の 力 士 が 亡 く な っ た 2 0 0 7 年 の 大 相 撲 、 名 古 屋

場 所 前 の 時 津 風 部 屋 の 力 士 急 死 事 件 で の 死 因 の

見 逃 し で あ っ た 。（ 新 潟 大 学 で 解 剖 が 行 わ れ た ） 

 現 在 、 日 本 国 内 で は 年 間 約 1 1 0 万 人 の 方 が 亡

く な ら れ 、 そ の う ち 約 2 . 7 ％ し か 解 剖 さ れ て い

な い 。 英 国 で は 4 6 ％ 、 ス ウ ェ ー デ ン 8 9 ％ 、 米

国 1 2 . 5 ％ で あ る 。 こ の 日 本 に お け る 解 剖 率 の 低

さ が 海 堂 氏 の 主 張 す る “ 死 因 不 明 社 会 ” を 生 ん

で い る 。  

“ 死 因 の 見 え る 化 ” を す す め る た め に 、 司 法 の

現 場 で の A i の 活 用 と と も に 、 内 因 死 な ど に よ

る 医 療 安 全 管 理 、 医 療 過 誤 に 対 す る 第 ３ 者 的 立

場 に よ る A i の 利 用 も す す め ら れ て き て い る 。

2 0 0 9 年 の 日 本 医 師 会 A i 検 討 委 員 会 に よ る と 患

者 死 亡 後 、 ま た は 警 察 か ら の 依 頼 で A i を 行 っ

た 事 の あ る 医 療 機 関 は 8 7 6 施 設 （ 3 6 ％ ） で あ っ

た 。 つ ま り 約 3 割 を こ え る 医 療 機 関 が 遺 体 を 撮

影 し た こ と が あ っ た 。 ま た 、 医 療 過 誤 訴 訟 に お

い て は 遺 族 が 死 因 に つ い て の 納 得 で き る 説 明 が

“ す ぐ ” に あ れ ば 訴 訟 は 起 こ さ な か っ た と す る



例 が 多 い と い わ れ る 。 し か し 、 捜 査 目 的 で 行 わ

れ た 司 法 解 剖 の 結 果 を 遺 族 が 知 る ま で に 半 数 以

上 の 例 で 2 年 以 上 が 経 過 し て い る 。 こ れ ら の 情

報 開 示 の 遅 れ が 医 療 訴 訟 に つ な が る と い わ れ て

い る 。  

 A i の 普 及 に は 行 政 の 予 算 措 置 も 重 要 で あ る 。

A i 学 会 で は 報 告 書 も 含 め て 検 査 費 用 を C T で 5

～ 6 万 円 、M R I で 7 ～ 8 万 円 が 標 準 的 額 と し て い

る 。 ま た 同 時 に 生 体 画 像 診 断 と 異 な る 読 影   

技 術 も 要 す る こ と か ら 読 影 医 の 養 成 も 急 務 と さ

れ て い る 。  

 こ れ ら の 社 会 的 な ニ ー ズ の 拡 大 と と も に 、

2 0 1 0 年 4 月 、 東 京 銀 座 に A i 情 報 セ ン タ ー が 開

設 さ れ た 。 こ こ で は A i の 経 験 が 豊 富 な 医 師 1 2

人 が 他 施 設 で 撮 影 さ れ た 画 像 を ネ ッ ト ワ ー ク を

通 じ て 診 断 し て い る 。 セ ン タ ー は 中 立 的 な 第 三

者 機 関 と し て 死 因 究 明 を 行 い 、 各 地 域 で の A i

情 報 を 統 括 し 、 一 括 管 理 す る デ ー タ ベ ー ス を 作

成 し 、 ま た ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 を 計 る こ と を 目

標 に し て い る 。 設 立 当 初 は 遺 族 、 医 療 機 関 か ら

の 依 頼 が 多 か っ た が 、 現 在 は 裁 判 所 、 警 察 、 弁

護 士 、 損 保 会 社 か ら の 依 頼 が 増 加 し て い る と の



事 で あ る 。  

 ま た 厚 労 省 も 、 平 成 2 6 年 度 に 約 1 億 5 , 0 0 0

万 円 の 予 算 で 小 児 死 亡 例 に 対 す る A i の 拡 充 、

A i 読 影 医 の 技 術 向 上 研 修 の 実 施 、 日 本 医 師 会 へ

の 委 託 に よ る 死 体 検 案 講 習 会 の 実 施 を 計 画 し て

い る 。  

こ れ を 受 け 、日 本 医 師 会 で も 死 体 検 案 研 修 会（ 基

礎 研 修 、 上 級 研 修 ）、 A i 研 修 会 、 A i 学 術 シ ン ポ

ジ ウ ム を 主 催 し 、 ま た 警 察 活 動 に 協 力 す る 医 師

の 部 会 、 連 絡 協 議 会 、 検 討 委 員 会 を 設 置 す る 計

画 で あ る 。  

 今 後 、 警 察 医 の み な ら ず 、 開 業 医 を 含 め た 一

般 医 師 も A i に 対 す る 理 解 を 深 め る 必 要 が あ る

と 思 わ れ る 。  


